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調査結果

アウター

コート

ジャケット

合計

ショールカラーコート
合計

フィーディジャケット

テーラードコート
フードコート

ステンカラーコート

ノーカラーコート

ワーク・ミリタリージャケット

スリーブレスジャケット
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カジュアルブルゾン
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スーツ・セットアップ
ボアブルゾン
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14
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9
9
8
8
8
7
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7.1％
6.0％
4.9％

7.6％

7.6％
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4.9％
4.3％
4.3％
4.3％
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1.6％
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17.7％
14.5％

22.6％
トレンチコート 14 7.6％ 22.6％
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11.4％
9.0％
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6.6％
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184 100.0％ ー
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調査結果

大分類 小分類中分類 着数 中分類構成比大分類構成比

トップス

カットソー

ニット

シャツ＆ブラウス

合計 251 ー100.0％

無地カットソー
柄カットソー

71 45.2％28.3％

パーカ
32 20.4％12.7％

カットソーカーディガン
32 20.4％12.7％

襟付きカットソー
14 8.9％5.6％

カットソーベスト
5 3.2％2.0％

合計
3 1.9％1.2％

ニットカーディガン
157 100.0％62.5％

無地ニット
24 45.3％9.5％

柄ニット
21 39.6％8.4％

ニットベスト
5 9.4％2.0％

合計
3 5.7％1.2％

無地シャツ
53 100.0％21.1％

シアーシャツ
20 48.8％8.0％

柄シャツ
2 4.9％0.8％

無地ブラウス
1 2.4％0.4％

柄ブラウス
13 31.7％5.2％

合計
5 12.2％2.0％
41 100.0％16.4％
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調査結果

大分類

ワンピース

小分類

カットソーワンピース

柄ワンピース

無地ワンピース

ニットワンピース

キャミソールワンピース

合計

11

10

5

2

3

31

35.5％

32.3％

16.1％

6.4％

9.7％

100.0％

着数 全体構成比
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調査結果

ボトムス

パンツ

スカート

合計

デニム
ストレート
ワイド

スキニー

テーパード
カーゴ
ショート
合計
ロング丈
ミディ丈
ニーレングス
ミニ丈
合計

53
41
33

68

21
2
1
219
38
27
3
1
69

18.4％
14.2％
11.5％

23.6％

7.3％
0.7％
0.3％
76.0％
13.2％
9.4％
1.0％
0.4％
24.0％

24.2％
18.7％
15.1％

31.0％

9.6％
0.9％
0.5％
100.0％
55.1％
39.1％
4.3％
1.5％
100.0％

288 100.0％ ー

大分類 小分類中分類 着数 中分類構成比大分類構成比
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トレンチコート

2021年10月リサーチのサンプル数
は 310 名でそのうちアウター着用率
は65.5%だった。今シーズンのサン
プル数は320名でそのうちアウター着
用率は57.5%だった。調査日、天候
条件などはほぼ同じであり、今シー
ズンは前年と比較するとアウター着用
者が減少していたことが分かった。

次にアウターのうちコートとジャケッ
トの比率は、2021年10月はコート
31%、ジャケット69%だったのに対
し、今シーズンは、コート33.7%、ジャ
ケット66.3%という結果だった。コー
ト着用者がやや増加したが大きな変
化は見られなった。

コートでは、トレンチコート、ノーカラー
コートがともに14名ずつで同数だつた。

トレンチコートでは、ヤングに多いルー
ズシルエットのロング丈コートのほか、
オーセンティックなジャケットタイプや
ひざ上丈のコート着用者も多かった。

カラーは、オフホワイト、ベージュな
どのベーシックなカラーが多く、パス
テルカラーなどのカラートレンチはあ
まり見られなかった。

・

・

・

・

・
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ノーカラーコート

今シーズンのリサーチではノー
カラーコートもトレンチコート
と並んで着用者が多いアイテム
となっていた。

紡毛素材を使用したUネック、
Vネックのノーカラーコート着
用者が多かった。カラーはオフ
ホワイトやライトグレー、ベー
ジュなどのベーシックカラーが
多かった。

綿素材やキルト素材を使用した
カジュアルなノーカラーコート
も見られた。カラーはベージュ
やカーキなどのカラーが多かっ
た。

・

・

・
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テーラードコート

2021 年 10 月のリサーチでも同
じ結果だったが、秋のコートで
は、トレンチコート、ノーカラー
コート、テーラードコート、フー
ドコート、ステンカラーコート
の 5つのアイテムが、比較的均
一に着用されており今シーズン
も同様の結果となった。

今シーズンは、トレンチコート、
ノーカラーコートが各 14 名、
テーラードコートが13名、フー
ドコートが11名、ステンカラー
コートが 9名という結果だった。

テーラードカラーコートもコッ
トン素材を使用したものと、ウー
ル素材を使用したものが見られ
た。

シルエットはルーズシルエット
が多く、レングスはひざ下丈の
コートが多く着用されていた。

・

・

・

・
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フードコート

ステンカラーコート

フード付きコートに関してもウール素
材を使用したものと綿やナイロン素
材によるユーティリティなコートの2
タイプの着用が見られたが、後者が
多かった。

アノラックやマウンテンパーカの丈が
長いタイプが多く着用されていた。

カラーは、ベージュやカーキが多かっ
たが、一部、ブルーなどのカラーの
着用も見られた。

・

・

・

ステンカラーコートは2021年10月のリ
サーチでは14名の着用だったが今シー
ズンは9名と着用者の減少が見られた。

2022年1月のリサーチでは紡毛ウー
ル素材のステンカラーコートの着用が
多かったが、今回は秋物ということも
あり、綿素材や合繊複合素材と思わ
れる素材が活用されていた。

カラーはベーシックカラーが中心だ
が、オレンジやブルーなどのカラーコー
トの着用も見られた。

・

・

・
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フーディジャケット

前回までは、アイテム名をマウ
ンテンパーカとしていたが、今
シーズンはマウンテンパーカ以
外のフード付きカジュアルジャ
ケットが増加したため、アイテ
ムをフーディジャケットとした。

2021 年 10 月のリサーチでは着
用者 25 名で、着用率 1位だった。
今シーズンも着用者は 24 名で 1
位となっていた。

素材はソフトな風合いの綿素材
のほか起毛されたポリエステル
素材などの着用も見られた。

カラーはブラックの着用も見ら
れたが、全体的にはベージュや
キャメルなどのブラウン系カ
ラーの着用者が多く見られた。

ディテールはユーティリティ性
が重要であり、スピンドル、止
水ファスナーなどのジップアク
セント、ベルクロ、フラップポ
ケットなどが使われていた。

・

・

・

・

・
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ワーク・ミリタリージャケット

2021 年 10月の調査では 16名の
着用で 3 位だったワーク・ミリ
タリージャケットは、今シーズ
ンの着用率は 2 位だったが着用
者数は 14 名で減少していた。

このアイテムにもマウンテン
パーカタイプが含まれるが、そ
のほか、MA1 やワークジャケッ
トなどデザインバリエーション
はさまざまであった。

カラーは、グリーンやカーキ、
ブラウンなどミリタリーテイス
トのカラーが使われていた。

・

・

・
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テーラードジャケット

2021 年 10月のリサーチで抽出さ
れたジャケットアイテムは 10アイ
テムであり、今シーズンのリサー
チ結果と照合すると10アイテム全
てが今シーズンも出現していた。
ただし、2021 年 10月のリサーチ
にはなかったアイテムで今シーズ
ン抽出されたアイテムが 2アイテ
ムあり、それは、キルティングジャ
ケットとスリーブレスジャケット
だった。アウターデザインのバリ
エーションがさらに拡大していた。

テーラードジャケットでは、トレン
ドのショート丈ジャケットの着用は
わずかで大半がヒップ丈前後のレ
ングスだった。また、ダブルブレ
スト、シングルブレストの両方が
着用されていたが、シングルブレ
ストの方が多かった。

カラーは、ブラック、ネイビー、
ブラウンなどの濃色と、ベージュ
やグレーなどの淡色が着用されて
いた。

・

・

・
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シャツジャケット

スリーブレスジャケット

2021年10月のリサーチでは18 名
の着用が見られたシャツジャケット
だが、今シーズンは14 名の着用と
なっていた。

秋物ということで、コットン素材の
ほか、ボアや起毛された素材も見
られた。無地が多かったが、先染
めチェックの着用も見られた。

ルーズシルエットでパンツをコーディ
ネートしたデイリーでリラックスした
雰囲気のスタイルが多く見られた。

・

・

・

2021年には見られなかったスリーブレス
ジャケットの着用者が今シーズンは9名
見られた。背景としては、今春のヒットア
イテムとなったスリーブレスジャケットが秋
にも継続されたことと、さらに秋物で新
たにファーベストやダウンベストへの注目
度が高まったことによると考えられる。

このように様々 なスリーブレスジャケットの
台頭が見られ、この傾向は2023年春の
市場に大きな影響を与えると考えられる。
スリーブレスアイテムのバリエーションとレ
イヤードなどのコーディネート提案の重要
性がますます高まることが予想される。

・

・
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ノーカラージャケット

カジュアルブルゾン

ノーカラージャケットは 2021 年
10月リサーチでの着用者が8名で
あったのに対し、今シーズンの調
査では 9名の着用が見られた。

コレクションで注目されたシャネル
調のファンシーツイードを使用し
たメタル釦付きジャケットも見られ
たが、デザインはバリエーション
豊かになっており、シンプルなウー
ル素材を使用したものからカジュ
アルな綿素材を使用したものまで
着用されていた。

・

・

2021年10月のリサーチで着用者が
9 名だったカジュアルブルゾンは、
今シーズンの調査では 8 名の着用
とほとんど変化は見られなかった。

デザイン面ではMA1タイプのナイロン
素材などを使用したブルゾンやメルト
ン素材によるスタジアムジャンパータイ
プのデザインなどが着用されていた。

スタイリングでは、パンツよりスカート
をコーディネートする人が多くテイスト
ミックスの着こなしが行われていた。

・

・

・
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デニムジャケット

ライダース・レザージャケット

2021年10月のリサーチでは11名の
着用だったが、今シーズンのリサーチ
では8名と着用者数が減少していた。

デニムジャケットはトレンドアイテムと
しての注目度が高く、店頭でも見られ
たが、着用には結びついていなかった。

デザインはジージャンタイプからシャツ
ジャケット、パッチワークジャケットな
どさまざまなデザインが着用されていた。

・

・

・

2021年10月のリサーチでは16名の着
用が見られたが、今シーズンはわずか
8名と半減していた。

コレクションでも注目アイテムとなって
おり、秋の店頭でも数多く見かけたが、
着用には結びついていなかった。毎シー
ズン登場するアイテムであり、定番の位
置づけで見る必要があると思われた。

ブラックのレザーライダースが多かった
が、ブラウンの着用も見られた。

・

・

・

14



キルティングジャケット

スーツ・セットアップ

2021年10月の調査では、その他のジャ
ケットで一人の着用に留まっていたキル
ティングジャケットだが、今シーズンは7
名の着用が見られた。気温の違いはほ
とんど見られなかったことから、店頭展
開が増加したことで、実需の着用に結び
付いたと思われる。

ノーカラーのライトジャケットからロング丈
のジャケットまでレングスは様々 だった。

カラーは、ブラック、カーキ、ホワイト、
ベージュなどベーシックカラーのバリエー
ションが見られた。

・

・

・

2021 年 10 月のリサーチで 7名
の着用だったスーツ・セットアッ
プは今シーズンも同様の 7名が
着用していた。ブラックが大半
で前年に続いてパンツセット
アップが着用されていた。

パンツシルエットはテーパード
シルエットが多かったが、カッ
トレングスのパンツ着用も見ら
れた。

・

・
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無地カットソー①

トップス全体について。2021年10月のリサー
チにおけるトップスは、カットソー106名、ニッ
ト103名、シャツ17名、ブラウス30名と
いう結果だった。今シーズンは、カットソー
157名、ニット53名、シャツ23名、ブラ
ウス18名という結果だった。この結果、カッ
トソーの着用者が大幅に増加した一方、ニッ
トの着用者は半減したことが分かった。

カットソーの中では無地のカットソー着用者
が2021年10月の30名から今シーズンは
75名と、大幅な増加となっていた。考えら
れる理由としては、インナー着用のニットが
減少し、インナーでカットソーを着用する人
が増加していることが考えられる。

デザイン面などでの新しい傾向は見当たら
なかった。

無地カットソーではインナーとしての着用が
多く、カジュアルなアウターアイテムからエ
レガントなアウターアイテムまで、さまざま
なアウターのインナーとして着用されていた。

カジュアルなアウターとのコーディネートで
は長めのTシャツで裾レイヤードの着こなし
が多く見られた。

カラーはホワイトが最も多く、そのほかベー
ジュ、ブラウン、グレー、ブラックなどのベー
シックカラーが着用されていたが、ビビッ
ドカラーの着用などは少なかった。

・

・

・

・

・

・
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無地カットソー②

インナー着用のカットソーでは
アウターのほか、ニットカーディ
ガンやベストのインナーとして
の着用も数多く見られた。

カラーはホワイトが多く、デザ
インはシンプルな長袖のクルー
ネック Tシャツが多く着用され
ていた。

コレクションでもベーシックア
イテムをシーズンレスに着用す
るような提案が見られており、
上質なベーシックへのニーズが
高まっていると思われる。

・

・

・
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無地カットソー③

単品トップスとしてのカット
ソー着用では、Tシャツのほか、
スウェットが数多く着用されて
いた。

コンパクトシルエットは少なく。
ルーズなボリュームシルエット
が多く着用されていた。

一部、ボトルネックなどの衿変
化が見られたが大半はベーシッ
クなクルーネックだった。

カラーは、ホワイト、ブラック
が多くネイビー、ブラウンなど
のダークカラーの着用が見られ
たが、ブライトカラーやパステ
ルカラーなどの着用はわずか
だった。

・

・

・

・
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柄カットソー①

カットソーのTシャツやスウェッ
トでは、フロント部分にグラ
フィックプリントやタイポグラ
フィプリントを施したものも多
く着用されていた。

カレッジテイストのスウェット
も多く着用されていた。

新型コロナウイルスが流行して
からは、テレワークなどが増加
したこともあり、カジュアル化
やデイリー化がキャリアファッ
ションでも増加した。今秋は、
テレワーク率が低下し、通勤ス
タイルにも変化が生じると予想
されたが、今回のリサーチでは、
通勤スタイルのカジュアル化が
継続していると思われた。

・

・

・
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柄カットソー②

柄もののカットソーではボー
ダー Tシャツの着用者も多く見
られた。2021 年秋物以降、ヒッ
トアイテムとなったボーダーだ
が、今秋の店頭展開では減少し
ていた。一方、着用者は多く見
られた。ヤングでは、着用者が
減少しており、ヤングとキャリ
アの違いが明確となった。

単品トップスとしての着用より、
無地アウターのインナーとして
の着用が多く見られた。

マルチカラーボーダーなどは見
られず、シンプルなバイカラー
ボーダーが多く着用されていた。

・

・

・
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パーカ①

パーカの着用者は32名でカット
ソー着用者の 20.4%という結果
だった。2021 年 10 月のリサー
チは34名だったことから、同じ
ような結果となっていた。

パーカではプルオーバータイプ
が多く、フルジップタイプの着
用者は少なかった。

インナーとしてレイヤードで着
用する人も見られたが、単品トッ
プスとしての着用が多かった。

ヤングで多く見られるロング丈
パーカの着用者も見られた。

カラーは、ホワイト、グレー、
ネイビー、ブラックなどのベー
シックカラーが多かった。少数
ではあるが、オレンジやイエ
ロー、ブルー、レッドなどのカ
ラーパーカの直用も見られた。

・

・

・

・

・
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パーカ②

パーカとしては少数派ではある
が、フロントフルジップのパー
カ着用者も見られた。着脱が容
易なためカーディガン同様、汎
用性のあるアイテムとして着用
されていると考えられる。

レギュラーシルエット、ルーズ
シルエットの着用が見られた。

カラーはベーシックカラーが多
く着用されていた。

・

・

・
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カットソーカーディガン

2021 年 10 月のリサーチではほ
とんど見られなかったカット
ソーカーディガンが今シーズン
は 14 名見られた。

ニットカーディガンと同じよう
な薄手のカーディガンが着用さ
れていたが、春物で登場した裏
毛などの中肉を使用したクルー
ネックのカーディガンが今シー
ズンも着用されていた。春物で
はグリーンが目立ったが、今
シーズンもグリーンやレッドの
着用が見られた。

・

・
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その他のカットソー

そのほか、カットソーベストやカッ
トソージップアッププルオーバー
の着用が見られた。

ジップアッププルオーバーはニット
でも見られるアイテムとなっていた。

ルーズシルエットでリラックスムード
のスタイリングで着用されていた。

カラーはオフホワイト、ネイビーなど
ベーシックカラーで着用されていた。

・

・

・

・
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ニットカーディガン①

2021 年 10月のリサーチと比較す
ると大幅に着用者が減少したニッ
トだが、アイテム別に見ると、2021
年はプルオーバーが最も多く60名、
続いてカーディガンが34名の着用
となっていた。ところが、今シーズ
ンは 1位がカーディガンで 24 名、
無地プルオーバーは2位で21名と
いう結果となっています。

カーディガンでは、ファインゲー
ジのニットカーディガンの着用は
少なく、ミドルゲージのウールカー
ディガンが多く着用されていた。

レングスはヒップ丈前後のベー
シックなレングスのほかロング丈
カーディガンも着用されていた。

ケーブルなど、無地の編地変化
ニットのほか、ジャカードのカー
ディガンの着用も見られた。

ヤーンは紡毛のストレートヤーン
のほか、ツィード調のファンシー
ヤーンやトップヤーン、ヘアリー
ヤーンなどが着用されていた。

・

・

・

・

・
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ニットカーディガン②

レギュラーレングスのほか、ロ
ング丈のカーディガンの着用も
見られた。

カラーはブラックを中心にオフ
ホワイトやベージュなどのベー
シックカラーが着用されていた。

スカートとのコーディネートは
見られず、すべてパンツとのコー
ディネートが行われていた。

・

・

・
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無地ニット①

2021 年 10 月のリサーチで 60 名
の着用が見られた無地のニットプ
ルオーバーが、今シーズンのリ
サーチでは 21 名に減少していた。

今シーズンもインナーとしての着
用、単品トップスとしての着用の
両方が見られた。

インナーとしての着用では、ファ
インゲージのベーシックニットの
着用が前年と比較すると減少して
いると思われた。

その結果、ミドルゲージのプル
オーバーが目立っていた。ケーブ
ルなどの編地変化ニットが多く、
カラーは、オフホワイトを中心に
ベーシックカラーの着用が多く見
られた。

・

・

・

・
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無地ニット②

単品トップスとしてニットプル
オーバーを着用する人は、2021
年の 16 名から 10 名に減少して
いた。

他のアイテムと比較すると、カ
ラーバリエーションが豊かで、
ホワイト、グレー、ブラックな
どのベーシックカラーに加え、
パステルのイエロー、グリーン、
オレンジなどの着用が見られた。
一方、2021 年で多く着用されて
いた、ブライトカラーのニット
プルオーバーは見られなかった。
店頭では、キャリアブランドで
今シーズンもブライトカラー
ニットの提案は多く見られた。

・

・
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その他のニット

そのほか、着用者はわずかだが、
総柄ニットやニットベストの着
用も見られた。

・
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無地シャツ

シャツ、ブラウスの着用結果は、
2021 年 10月はシャツ 17名、ブ
ラウス 30 名であったのに対し、
今シーズンは、シャツ 23名、ブ
ラウス18名という結果となった。
このことから、シャツの着用者は
増加し、ブラウスの着用者は減少
したことが分かった。ここでも
今秋の予測に反して、エレガンス
系のアイテムが減少し、カジュア
ル系のアイテムが増加する結果と
なった。

無地のシャツも 2021 年 10 月の
12名から、今シーズンは20名に
着用者の増加が見られた。

ホワイトの着用が多く見られたが、
次いで、ライトブルーやサックス
ブルーの着用者も多く見られた。

インナーとしての着用が多く、単
品トップスとしての着用者も見ら
れたが少数だった。

・

・

・

・
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無地ブラウス

2021 年 10 月のリサーチで 24
名の着用が見られた無地ブラウ
スは、今シーズンのリサーチで
は 13 名に減少していた。

インナーとしての着用が多く、
襟もとにフリルやラッフルをあ
しらったブラウスの着用が多かっ
た。2021年に多かった、クルー
ネックのプルオーバーブラウス
は継続しているもの着用者は減
少していると思われた。

カラーはホワイトが多く、その
他では、ライトグレーやベージュ、
スモーキーパステルカラーのブ
ラウスが着用されていた。

・

・

・
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その他のシャツ・ブラウス

無地のシャツ、ブラウスのほか、
柄物のシャツやブラウスの着用
も見られた。

着用者は少数で、柄傾向などは
見られなかった。

一部、シアー素材のチュニック
シャツの着用者が見られた。

・

・

・
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カットソーワンピース

ワンピース全体の着用者は31名で、
2021年10月のリサーチと同じ人数だっ
た。カットソーワンピースは、2年連続
でワンピースの着用率1位となっていた。

ひざ下丈のサックドレスタイプが多く
見られた。

ワンピースとしての着用のほか、パン
ツを履いたレイヤードアイテムとしての
着用も多く見られた。

ヤングで見られたミニ丈やスリムシルエッ
トのワンピースは着用されていなかった。

・

・

・

・
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柄ワンピース

柄もののワンピースは 2021 年
10 月のリサーチでは 5名の着用
だったが、今シーズンは 10 名に
増加していた。

小花柄などの総柄ワンピースが
多く、先染めやレースのワンピー
ス着用は見られなかった。

ホワイトやパステルベースのプ
リントと、ブラックやダークカ
ラーベースのプリントの 2タイ
プが着用されていた。

・

・

・
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その他のワンピース

そのほか、布帛素材のプレーン
なワンピースやシャツワンピー
ス、ニットワンピースなどの着
用が見られたが、いずれも着用
者は数名程度となっていた。

シャツワンピースではカジュア
ルなコットン素材やダンガリー
素材が使用されており、コーディ
ネートでは、スリムパンツとの
レイヤードも見られた。

ミニ丈などは見られず、大半が
ミディ丈のワンピースだった。

・

・

・
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スキニーパンツ①

ボトム構成比では、2021年 10月
のリサーチでは、パンツ 75.6%、
スカート24.4%だったのに対し、
今シーズンは、パンツ76%、スカー
ト 24% とほとんど同じ着用率
だった。この結果、継続してパン
ツ着用者が多く、キャリアスタイ
ルのカジュアル化が継続している
ことが分かった。

スキニーパンツは、2021年 10月
のリサーチで着用者が 64 名で最
も多かったが、今シーズンのリ
サーチでも着用者は 68 名で最も
着用者の多いアイテムとなってい
た。背景には、自転車通勤者など
もいることから機能性を重視して
いる人が多いためだと考えられる。

カラーは、定番となっているブ
ラックが最も多く、次いでホワイ
トが着用されていた。そのほか、
ブラウンやグリーンなどのカラー
の着用も見られた。

・

・

・
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スキニーパンツ②

スキニーパンツでは、ストレッ
チ性に優れた素材を使用したレ
ギンスやレギパンなどのスリム
パンツの着用者も多かった。

このアイテムでは、ホワイトの
パンツ着用者は少なく、ブラッ
クの着用者が大半となっていた。
そのほかでは、ブルーやグリー
ンなどのカラーの着用が見られ
た。

・

・
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デニムパンツ①

デニムパンツは、2021 年 10 月
のリサーチでは、パンツ着用率
2位で47名の着用が見られたが、
今シーズンのリサーチでは 6名
多い、53 名の着用が行われてい
た。

デニムパンツの中でも、スリム
シルエットのパンツ着用者が最
も多かった。

ライトブルーのウォッシュデニ
ムから濃色のインディゴデニム
まで、さまざまな濃度のデニム
が着用されていた。

デニムのスリムパンツではス
ニーカーを履いている人の比率
が非常に多かった。

・

・

・

・
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デニムパンツ②

デニムパンツでは、2020年から
増加傾向にあるストレートシル
エットパンツの着用も多く見ら
れた。

ストレートシルエットのデニム
パンツでは、ブラックデニムの
着用も見られた。

クラッシュデニムやペイントデ
ニムなどの加工デニムは見られ
ず、全体的にキレイ目でシンプ
ルなデニムパンツの着用者が多
く見られた。

・

・

・
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デニムパンツ③

その他のデニムパンツ

デニムパンツでもワイドシル
エットの着用が多数見られた。

スキニーデニムやストレートデ
ニムと比較すると、濃色のデニ
ムは少なくライトブルーデニム
が多く着用されていた。

ヤングの一部で見られたようなロー
ライズデニムは見られず、大半が
ジャストウエストとなっていた。

・

・

・

その他のデニムパンツでは、ヒッ
プにゆとりがあり、裾幅の狭い
テーパードシルエットの着用者
が見られたほか、わずかだが、
フレアデニムパンツの着用も見
られた。

・

40



ストレートパンツ

2021 年秋のリサーチにおけるス
トレートパンツの着用者は 37 名
だったのに対し、今シーズンの
リサーチでは 41 名の着用が見ら
れた。

カジュアルなコットン素材の着
用も見られたが、ドレープ性の
ある合繊素材を使用したスト
レートパンツの着用者が多く見
られた。

ベージュやブラックのほかグ
リーンやラベンダーなどのカ
ラーパンツの着用も見られた。

無地のほか、総柄プリント、ス
トライプ、先染めチェックなど
の柄パンツの着用者も見られた。

・

・

・

・
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ワイドパンツ

2021 年 10 月のリサーチでワイ
ドパンツの着用者は34名だった
のに対し、今シーズンの着用者
は 33 名でほとんど変わりがな
かった。

素材は、コットンのカジュアル
な素材と、ドレープ性のある合
繊素材の両方が見られた。

カラーはブラックが最も多く、
次いでホワイトやベージュなど
が着用されていた。また、ブルー
やピンクなどのカラーパンツの
着用も見られた。

無地が大半だったが、先染め
チェックのワイドパンツ着用も
わずかだが見られた。

・

・

・

・
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テーパードパンツ

テーパードパンツは 2021 年 10
月リサーチの着用者が17名、今
シーズンのリサーチでは 4名多
い 21 名の着用が見られた。

パンツの着用率上位 5アイテム
は、スキニーパンツ、デニムパ
ンツ、ストレートパンツ、ワイ
ドパンツ、テーパードパンツの
5アイテムで、着用率順位は2021
年 10 月のリサーチ結果と同じ
だった。

テーパードパンツのカラーはブ
ラックが多く、梳毛素材の着用
が見られたが、コットンツイル
などの綺麗目なコットン素材も
多く見られた。その他のカラー
では、ベージュ、セイジグリー
ンなどのベーシックカラーが着
用されていた。

無地が多かったが、先染めチェッ
クやストライプなどの柄パンツ
の着用も見られた。

・

・

・

・
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その他のパンツ

そのほか、着用者はわずかだが、
ヤングで人気のカーゴパンツや
ショートパンツの着用も見られ
た。

・
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ロング丈スカート①

スカートの着用者は2021年10月のリ
サーチと比較すると66名から今シー
ズンは3名の増加が見られた。パン
ツ対スカートの比率ではスカート着用
率は減少していたが、総数ではワンピー
スの着用者が減少したために、実質的
なスカートの着用者は微増となった。

ロングスカートは2021年10月のリサー
チの着用者30名から、今シーズンは
38名に増加していた。

ロングスカートではフレアーシルエット
が多いものの、2021年と比較すると、
マーメイドシルエット及びタイトシルエッ
トのスカートの着用者が増加していた。

フレアースカートでは、今シーズンの店
頭で増加しているティアードスカートの
着用者も多く含まれていた。

カラーは、ブラックをはじめとしたダー
クカラーが多くホワイトの着用も見
られた。

合繊素材が多く活用されていたほ
か、デニムの着用者も見られた。

・

・

・

・

・

・
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ロング丈スカート②

ロングスカートでは、無地のほ
か、柄物のスカートも多数着用
されていた。

柄傾向としては、ホワイトベー
ス、ブラックベースの小花柄や
ドット柄、ボタニカル柄などが
多く、先染めストライプ柄など
も着用されていた。

素材は、合繊素材が多く使用さ
れていた。

・

・

・
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ミディ丈スカート

ミディ丈スカートは 2021 年 10
月、今シーズン共に、27 名の着
用者だった。

素材は、カジュアルなコットン
素材からウールの梳毛素材、合
繊素材などさまざまな素材が活
用されていた。

フレアーシルエットのスカート
が主流だが、タイトスカートや
マーメイドスカートの着用も多
数見られた。

無地のほか、小花柄やコレクショ
ンで増加していた中花柄、先染
めチェック柄などが着用されて
いた。

・

・

・

・
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その他のスカート

そのほか昨年まで見られなかっ
た、ニーレングススカートやミ
ニスカートの着用も見られた。

ニーレングススカートは 3名中
2名がレーススカートだった。

・

・
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BAG

ショルダーバッグ

トートバッグ

リュック

ハンドバッグ

合計　257

ショルダーバッグ　　83　　32.2％

トートバッグ 67　　26.1％

リュック 77　　30.0％

ハンドバッグ　　30　　11.7％
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SHOES HAT&CAP

MASK

スニーカー パンプス

ショートブーツ ローファー

ベースボールキャップ バケットハットニットキャップ

ホワイト ブラックカラー

合計　275

スニーカー 185　  67.3％

ショートブーツ     16　　5.8％

パンプス 60　  21.8％

ローファー　  14　　5.1％

合計　15

ベースボールキャップ     11
ニットキャップ　            3
バケットハット                1

合計　320

ホワイト    205 未使用 　   25
カラー　     78 ブラック　12
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ffi



トレンチコート

トレンチコート ノーカラーコート

ノーカラーコート テーラードコート
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テーラードコート フードコート

ステンカラーコート

フーディジャケット

ショールカラーコート
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フーディジャケット

ワーク・ミリタリージャケット

シャツジャケット

ワーク・ミリタリージャケット

シャツジャケット
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テーラードジャケット

スリーブレスジャケット

ノーカラージャケット カジュアルブルゾン デニムジャケット

スリーブレスジャケット

ノーカラージャケット
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デニムジャケット

ライダース

スーツ・セットアップ

ライダース・レザージャケット

キルティングジャケット ボアブルゾン
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無地カットソー

無地カットソー

無地カットソー
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無地カットソー

無地カットソー

無地カットソー 柄カットソー
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柄カットソー

柄カットソー

パーカ

パーカ
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パーカ

パーカ

カットソーカーディガン カットソーベスト襟付きカットソー

カットソーカーディガン
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ニットカーディガン

無地ニット

ニットカーディガンC＆Sベスト

無地ニット
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無地ニット

ニットベスト

無地シャツ シアーシャツ 柄シャツ

柄ニット

無地シャツ

無地ブラウス

ニットベスト
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無地ブラウス

柄ブラウス

カットソーワンピース 柄ワンピース

柄ブラウス

カットソーワンピース

無地ワンピース
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無地ワンピース キャミソールワンピース ニットワンピース
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スキニーパンツ

スキニーパンツ

スキニーパンツ
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スキニーパンツ

スキニーパンツ

スキニーパンツ デニムパンツ
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デニムパンツ

デニムパンツ

デニムパンツ
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ストレートパンツデニムパンツ

ストレートパンツ

ストレートパンツ
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ワイドパンツストレートパンツ

ワイドパンツ

ワイドパンツ
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テーパードパンツ

テーパードパンツ カーゴパンツ ショートパンツ

ロング丈スカート
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ロング丈スカート

ロング丈スカート

ミディ丈スカート

ミディ丈スカート
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ミディ丈スカート

ニーレングススカート ミニ丈スカート
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